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１（書類等の題名）

日本の犬、猫、人（65歳以上、15歳未満）の数の推移（資料 1） 

２（出典）

犬・猫の頭数：一般財団法人ペットフード協会

人口    ：総務省統計局

３（引用範囲）

犬・猫の頭数：「全国犬猫飼育実態調査 2014 年～2019 年」（一般財団法人ペットフード協会） 
https://petfood.or.jp/data/index.html 

人口   ：「日本の統計 2019」（総務省統計局） 

４（その他の説明）

・犬・猫の頭数を棒グラフ、65 歳以上人口及び 15 歳未満の人口を線グラフとして 2010 年か

ら 2017年の推移を示した。
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１（書類等の題名）

ペット関連総市場 市場規模推移と予測（資料 2）

２（出典）

 株式会社矢野経済研究所

３（引用範囲）

 「ペットビジネスマーケティング総覧 2020年版」（株式会社矢野経済研究所）（15ページ）

４（その他の説明）

 ・15ページの図表【ペット関連総市場 市場規模推移と予測】を明確に示すため、掲載されて
いる数値を使用して図表ソフトで棒グラフを作成した。なお、数値は加工せず、そのまま使

用した。
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１（書類等の題名） 
第 2回世界獣医師会－世界医師会“One Health”に関する国際会議「福岡宣言」について（資

料 10） 
 
２（出典） 
 日本獣医師会 
 
３（引用範囲） 
 「日本獣医師会雑誌Vol.72 No.7 2019」（日本獣医師会）（ⅳページ） 
 
４（その他の説明） 
特になし 
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１（書類等の題名） 
基本合意書（資料 14-1） 

 
２（出典） 
 株式会社ヤマザキ教育サポート及び株式会社アニマルメディカ 
 
３（引用範囲） 
 「基本合意書」（株式会社ヤマザキ教育サポート及び株式会社アニマルメディカ）（1ページ） 
 
４（その他の説明） 
・株式会社教育サポートと株式会社アニマルメディカの間で締結された動物救急センター施設

の建設及び動物救急センターの運営に関する基本的事項の合意書であり、その 1ページ目を

抜粋し資料とした。 
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１（書類等の題名） 
ER 八王子動物高度医療救急救命センタープレスリリース（資料 14-2） 

 
２（出典） 
 株式会社アニマルメディカ 
 
３（引用範囲） 
 「八王子エリアの動物医療環境を整備 ヤマザキ動物看護大学構内に動物医療センターを開設

します」（株式会社アニマルメディカ） 
 
４（その他の説明） 
特になし 
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１（書類等の題名） 
ER 八王子動物高度医療救急救命センター主要医療機器一覧（資料 14-4） 

 
２（出典） 
 株式会社アニマルメディカ 
 
３（引用範囲） 
 「ER 八王子動物高度医療救急救命センター主要医療機器一覧」（株式会社アニマルメディカ） 
 
４（その他の説明） 
特になし 
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１（書類等の題名） 
学校法人ヤマザキ学園専任教員定年規程（資料 17） 

 
２（出典） 
 学校法人ヤマザキ学園 
 
３（引用範囲） 
 「学校法人ヤマザキ学園専任教員定年規程」（学校法人ヤマザキ学園） 
 
４（その他の説明） 
特になし 



資料18

ヤマザキ動物看護大学大学院履修モデル

履修モデル①

蓑成する人材像：イ（動物病院等に従事し、動物看護師として、嵩度動物医療の研究•発展に貢献する人材）

DP：イ（動物病院等において高度動物医療に必要とされる動物看護学の専門知識を有し、
課題解決能力を修得している）

想定される進路：高度動物医療サービスを提供する動物病院等

科目区分 授業科目の名称 ナンバリング 配当年次
単位数

必修 選択

生命倫理学特論 111-L 1前 1 

動物愛護•福祉特論 112-L 1前 2 

動物看殿学 I 211-L 1 前 2 

動物看護学1I 212-L 1 前 2 

動物看護学派習 213-S 1 前

屈礎科日 動物人間関係学特論 311-L 1 前 2 

動物人間関係学演習 312-S 1前

ヒトと動物の環境科学特論 313-L 1前 2 

動物看護教育特論 412-L 1後 1 

研究方法論 611-L 1前 1 

小計 1 1 2 

応用動物看護学 I 221-L 1後 2 

応用動物看護学演習 I 223-S 2前 1 

応用動物看護学1I 222-L 1後 2 

応用動物看護学演習II 224-S 2前 1 

専門科日
応用動物人間関係学 I 321-L 1後 2 

応用動物人間関係学演習 I 323-S 2前

応用動物人間関係学II 322-L 1後

応用動物人問関係学演習II 324-S 2前

インター ンシップ 521-I 2通 1 

小計 ゜ ， 

特別研究
特別研究 621-R 1後～2通 10 

小計 10 ゜

21 11 

合計
32 

：蓑成する人材像に特に関係する授業科目

ー



履修モデル②

養成する人材像：ウ（動物関連企業及び動物関連団体等に従事し、人と動物の共生に関する研究•発展

に貢献する人材）

DP：ウ（動物関連企業及び動物関連団体等において必要とされる人と動物の共生に関する知識を有し、

課題解決能力を修得している）

想定される進路：動物関連企業、ペットフ ー ド協会、日本ペット用品工業会等の動物関連団体等

科目区分 授業科目の名称 ナンバリング 配当年次
単位数

必修 選択

生命倫理学特諭 111-L 1前 1 

動物愛護•福祉特論 112-L 1前 2 

動物看護学 I 211-L 1前 2 

動物看護学II 212-I.」 1前 2 

動物看護学演習 213-S 1前

基礎科目 動物人間関係学特論 311-L 1前 2 

動物人間関係学演習 312-S 1前 1 

ヒトと動物の環境科学特論 313-L 1前 2 

動物看護教育特論 412-L 1後 1 

研究方法論 611-L 1前 1 

小計 11 3 

応用動物看渡学 I 221-L 1後

応用動物看護学演習 I 223-S 2前

応用動物看護学II 222-L 1後 2 

応用動物看護学演習Il 224-S 2前 1 

専門科目
応用動物人間関係学 I 321-L 1後 2 

応用動物人間関係学演習 I 323-S 2前 1 

応用動物人間関係学II 322-L 1後 2 

応用動物人間関係学演習II 324-8 2前 1 

インタ ンシップ 521-I 2通

小計 ゜ ， 

特別研究
特別研究 621-R 1後～2通 10 

Il噌十 10 ゜

21 12 

ム口 至口1
33 

：養成する人材像に特に関係する授業科目

2
 



履修モデル③

簑成する人材像：エ（動物看護師の蓑成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等に
従事し、公衆衛生の教育・指導に貢献する人材）

DP：エ（動物看護師の整成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等において

必要とされる公衆衛生の専門知識を有し、社会に貢献できる教育・指導力、課題解決能力を

修得している）

想定される進路：動物看護師蓑成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業、動物関連団体等

科目区分 授業科目の名称 ナンバリング 配当年次
単位数

必修 選択

生命倫理学特論 111-L 1前 1 

動物愛護•福祉特論 112-L 1前 2 

動物看護学 I 211-L 1前 2 

動物看獲学II 212-L 1前 2 

動物看護学派習 213-S 1前 1 

屈礎科日 動物人間関係学特論 311-L 1前 2 

動物人間関係学演習 312-S 1前

ヒトと動物の環境科学特論 313-L 1前 2 

動物看護教育特論 412-L 1後 1 

研究方法論 611-L 1前 1 

小計 11 3 

応用動物呑護学 I 221-L 1後 2 

応） 11 動物看護学演習 I 223-S 2前

応川動物看渡学:II 222-L 1後 2 

応用動物看護学演習II 224-S 2前 1 

専 1
—’ 'l科目

応用動物人間関係学 I 321-L 1後 2 

応用動物人間関係学演習 I 323-8 2前 1 

応用動物人間関係学II 322-L 1後

応用動物人間関係学演習II 324-8 2前

インターンシップ 521-I 2通 1 

/ Jヽ計 ゜ ， 

特別研究
特別研究 621-R 1後～2通 10 

Ilヽ計 10 ゜

21 12 

合計
33 

：蓑成する人材像に特に関係する授業科目

3
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